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平成２８・２９年度 
 学力向上研究校指定事業の 

取組について 
 

 

（西部地区）鳩山町立鳩山中学校 

 
 

鳩山中学校の紹介 
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H29鳩山中学校の生徒数         

鳩山小学校 
今宿小学校 
亀井小学校 

鳩山中学校 

鳩山町の小学校 鳩山町の中学校 

１町１校 

第1学年  96名(3ｸﾗｽ) 
第2学年 101名(3ｸﾗｽ) 
第3学年 103名(3ｸﾗｽ) 

    合計   300名 
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本研究について 

（指定の条件） 

 

  
全国学力・学習状況調査の結果等を 

 

  
活用し、学校における検証改善サイ 

 

  
クルの確立に向けた、実践的研究を 

 

  
目指すものであること。 
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学力向上研究校指定事業 
↓ 

小学校における学力向上に係る
専科加配教員の配置 

↓ 
小学５年生・６年生（３校） 

週１回の授業 

今日お話すること 

（１）小学校での取組 

（２）中学校での取組 
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小学校での取組 
 

現在の鳩山町の小学６年生 
県学力・学習状況調査（算数） 

Ｈ２６  Ｈ２７  Ｈ２８  
 小３ → 小４ → 小５   
 

 伸び 
３ 

伸び 
１ 
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現在の鳩山町の中学１年生 
県学力・学習状況調査（算数） 
Ｈ２６  Ｈ２７  Ｈ２８  

 小４ → 小５ → 小６   
 
 伸び 

２ 

伸び 
３ 

小学校での加配教員の主な実践内容 

（１）授業の補佐（Ｔ２） 

（未習熟児童への個別指導） 

（２）話し合い授業の展開（Ｔ１） 

（３）復習シートの活用 
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小学校での加配教員の主な実践内容 

 

（２）話し合い授業の展開（Ｔ１） 

 

主な授業内容 
①分数のかけ算、わり算 ②円の面積 応用 

③速さ   ④鶴亀算  ⑤割合 ○％引き 

⑥資料の特徴      ⑦文字式の導入 

 

①分数のかけ算、わり算 
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①分数のかけ算、わり算の授業風景 

②円の面積 応用 

面積を求める 
ために・・・ 

これらを使え
ないかな？ 
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②円の面積 応用 

③速さ 
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③速さ 

小学校での加配教員の主な実践内容 

第５学年の
三学期 

（３）復習シートの活用 

第６学年の
復習シート 
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（３）復習シートの活用 

対象：鳩山町すべての小５、小６の児童 

①加配教員からの宿題 

②加配教員が採点 

③返却・アドバイス 

④およその未習熟の項目を調査 

⑤小学校担任が指導に生かす 

（３）復習シートの活用 

小学５年生 
(現在の小６) 
比例の分野が 
苦手な傾向 
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中学校での取組 
 

現在の鳩山中学校の中学２年生 

県学力・学習状況調査（算数・数学） 

Ｈ２６  Ｈ２７  Ｈ２８  
 小５ → 小６ → 中１ 

伸び 
３ 

伸び 
１ 
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現在の鳩山町の中学３年生 

県学力・学習状況調査（算数・数学） 

Ｈ２６   Ｈ２７  Ｈ２８  
 小６ → 中１ → 中２   
 
 

伸び 
－１ 

伸び 
４ 
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７２人 
７７％ 

 

６２人 
６５％ 

 

８５人 
８５％ 

 

４６人 
４９％ 

 

２２人 
２３％ 

 

４５人 
４５％ 
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１３人 
１４％ 

 

４人 
４％ 

 

１４人 
１４％ 

 

1人 
１％ 

1０人 
１１％ 

３人 
３％ 
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中２ 
学力別
の伸び 

（小６指導） （中１指導） 

中央近辺の 
生徒のレベル
をあげたい 

中３ 
学力別
の伸び 

（中１指導） （中２指導） （小６指導） 



2018/2/23 

17 

【課題】小６→中１の伸び 

【考えられる原因】 

 

（数→文字、帰納→演繹、操作→証明） 

①算数と数学の違い 

②環境の変化（教科制、部活・・・） 

中１ギャップ 

現在の中３ 中１→中２の質問紙結果から 

現在の鳩山町の中学３年生 

Ｈ２９算数・数学の 

  アクティブ・ラーニングに関する質問 

 Ｈ２７     Ｈ２８  
  中１  →   中２ 
   ２.２      ２.０（数値が小さい 

           ほど実施） 

   
 

 

変化－０.２ 
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現在の鳩山町の中学３年生 

県学力・学習状況調査（算数・数学） 

Ｈ２７    Ｈ２８  
 中１ → 中２ 
   
 

 
伸び 
４ 

アクティブ・ 
ラーニング 

の実施 

【課題】小６→中１の伸び（特に中央の生徒） 

 

【考えられる原因】中１ギャップ 

①算数と数学の違い 

（数→文字、帰納→演繹、操作→証明） 

②環境の変化（教科制、部活・・・） 

   
 
 

③アクティブ・ラーニングの機会の必要性 

   
 
 



2018/2/23 

19 

【課題】小６→中１の伸び（特に中央の生徒） 

 

③アクティブ・ラーニングの機会の必要性 

  
対応 

（本校の研究課題） 

・主体的に学び、話し合い、深め合うこと 

・本時の課題→生徒の言葉でまとめること 

 （平成２４年度からの研究課題） 

 

（本校の研究課題） 

・主体的に学び、話し合い、深め合うこと 

・本時の課題→生徒の言葉でまとめること 

 
研究方法 

①埼玉県教育委員会による講義 

②授業の仕方の統一 

③２種類の研究授業（年間１人３回） 
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①埼玉県教育委員会による講義 
平成２９年５月１５日（月）15:30～鳩山中学校：視聴覚室 

 
１．授業改善の視点 

（「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて） 

２．埼玉県学力・学習状況調査の活用 

３．全国学力・学習状況調査の活用 

４．「復習シート」と「コバトン問題集」 

１．授業改善の視点 

 （「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて） 

主体的な学び 

「めあて」→「見通し」→「まとめ」「振り返り」 

対話的な学び 

 つながりのある双方向の対話 

深い学び 

 「見方・考え方」が鍵 
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②授業の仕方の統一 
 

（授業の中での話し合い） 

・グループ学習は３人または４人とする。 

・グループで班長を決めておく。 

・話し合い活動を行うとき、班長が司会となり、 

 話し合いを深めていく。 

②授業の仕方の統一 

（授業の流れ） 

・本時の課題を提示する。 

・グループ学習でまとめたことは発表用ボード 

 にまとめて発表する。 

・振り返りは自分の言葉でまとめ、数人を指名 

 し、発表する。 



2018/2/23 

22 

本時の課題の提示 

生徒の言葉によるまとめ 
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③研究授業 その一 

（校内研修における研究授業） 
 

 

 

１．各部会（国・数・社・理・英・実技）から１名 

指導案作成 → 研究授業 → 研究協議 

２．代表者以外の人 

研究授業→研究協議 

３．校内研修会で、研究の内容・成果・課題の報告 

社会 

国語 

数学 
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本時の課題 
 
期待する生徒の
まとめ 

成果と課題 
・生徒の言葉で 
 まとめる視点 
・話し合いの視点 

 ４月１１日 研究主題・研究組織の検討 

 ４月２４日 研究授業者の選出 

 ５月１５日 埼玉県教育委員会の講義 

 ６月２２日 教科部会 

 ９月 ４日 全国・県学力学習状況調査分析 

 ９月２１日 校内研修 発表（数学・理科） 

１０月２６日 校内研修 発表（社会・英語） 

１１月２０日 校内研修 発表（国語・実技） 

 

 

    



2018/2/23 

25 

［アクティブ・ラーニングの視点］   
          の主な成果 

①国語 
・グループでの活動に慣れてきたので、 

 自然に文章を読み合ったり、 

 評価し合ったりすることができた。 

 

 

  

 

    

［アクティブ・ラーニングの視点］   

          の主な成果 

②数学 
・説明係を意図的に分担したことで、 

 すべての生徒の活躍の場が用意されていた。 

・数学を得意とする生徒が、苦手な生徒に 

 対して粘り強く説明を行っていた。 
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［アクティブ・ラーニングの視点］   

          の主な成果 

③社会 
・生徒に書いてもらったまとめの中で、 

 「グループで話し合うことで、考えが 

 深められた」という記述も多くあり、 

 アクティブラーニングの成果が出ている 

 と感じられた。 

  

 

    

［アクティブ・ラーニングの視点］   

          の主な成果 

④理科 
・班の中で考え方が異なっていた時には、 

 それぞれが積極的に考えを聞きあい、 

 議論が行えていた。 

・まわりの仲間に積極的に教えてもらおうと 

 する姿が多く見られた。 
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［アクティブ・ラーニングの視点］   

          の主な成果 

⑤英語 
・他の生徒が作った文章を聞いて、より良い 

 英文やオリジナリティーの高い英文を書ける 

 ようになったり、自分の間違いに気づいたり 

 できるようになった。 

  

 

    

［アクティブ・ラーニングの視点］   

          の主な成果 

 全体 

  ・聞く姿勢 

  ・説明する姿勢 

  ・教え合う姿勢 

  ・発展させる姿勢 
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③研究授業 その二 

 

（管理職参観における研究授業） 
・全教員対象 

・５月と９月の計２回（管理職が計画） 

・研究授業→反省会（授業者、管理職、参観者） 

 →校内研修（管理職から授業の紹介） 
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その他の取組 
①リトル・ティーチャーを 

 導入した復習の授業（数学） 

 

 
理解度の高い生徒
と低い生徒を 
組ませる 
 
理解度の高い生徒
が先生役 

 

 

黒板に掲示する 
 
先生役は、 
教えることに 
専念する 
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その他の取組 
②管理職によるｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの規範授業 

 教頭：国語（全クラス１時間ずつ） 

 クラス合唱曲の歌詞の意味について学ぶ 

 

 

 

 

話し合い 

振り返り 

発表 
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その他の取組 
 

校長：人権学習（全クラス１時間ずつ） 

人権感覚プログラムを使って 

  

 

 

 

 

話し合い 発表 

振り返り 
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その他の取組 
③対話的な家庭学習 

・数学通信を保護者に配布 

・親子で協力してできる教材を紹介 

 ○トランプを使った正・負の数の様々な   

  ゲームのやり方 

 ○音声トレーニングのやり方 

 

  

 

 
 

 ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た

正
・
負
の
数
ゲ
ー
ム 
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 音
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

 

 音
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 
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まとめ 

 
小学校 
加配教員による授業 
復習シート等の活用 

中学校 
ｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾗｰﾆﾝｸﾞの 
授業の仕方の統一 
研究授業と反省会 

児童・生徒の学力の伸びが期待される 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 
・加配教員による授業の回数が少ないため、   
 学力の変化を捉えきれない。 
・復習シートを授業の中で導入したいが、 
 時間を取りにくい。 
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課題 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 
・今後、授業の仕方の統一を見直して、 
 もっと明確にしていきたい。 
・単にグループにして、話し合う時間を 
 設けるのではなく、それが、より深め 
 合えるものになるような工夫が必要で 
 ある。 

現在の鳩山町の中学３年生 

Ｈ２９算数・数学の 

  作業方略に関する質問 

 Ｈ２７     Ｈ２８  
  中１  →   中２ 
   ２.４      ２.３（数値が小さい 

           ほど実施） 

   
 

 

変化－０.１ 
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課題 

 

 

 

 

 

 

 

作業方略 
 
・勉強に必要な物を用意してから勉強する。 
 
・大切だと思ったことをノートにまとめる。 
 
・大切なことを繰り返して書いて覚える。 

平成２８・２９年度 
 学力向上研究校指定事業の 

取組について 
 

 

（西部地区）鳩山町立鳩山中学校 


